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・溶液中における PDK の光変換 




















































量から変換量を見積もった。図 3 に照射時間と PDK
変換量の相関を示す。結晶性薄膜の光変換効率は，溶
液中と比べて非常に低いが，長時間の照射によって













て，CW レーザー(488 nm，35 kW/cm2)を用い，窒素
雰囲気下で基板上の単一結晶に照射し，光変換に伴
う吸収スペクトルの測定を行った。その結果，図 4
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図 3 PDK 結晶性薄膜における変換
光照射時間と変換量の相関
図 4 変換光照射に伴う 6,13-PDK単
一結晶の紫外可視吸収スペクトル 
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